(m) 


カホ コト タテグモの雄について 
山本源 S 郞 

濱橄市中區を田巧 I ノ ‘ J 4 

カネコトタテグモ AcaV.yma roreizii Ti . Koch については.をの住居に兩閒 
きの扉を持つといふ習性上の蕃しい特踐によつて關と、を持たれ.旣に本誌を〇 
他にがて種々の報吿がなされてねる。このたび藻濱おにがて採集した本種の成 
雄について，をのが集に當つて觀蔡した事實と，それに基く咨性り一端とを兹 


に報吿する〇 



に， 



第1画の採ち 

巧1回。探集は昭和 
17•牢11巧19日であつ 
も 場所は妙香寺:臺と 
呼ばれる高臺で，横濱 
山乎の一部でをる 〇こ 
の髙臺の南面した赤± 
の 崖に カネコトタ テグ 
モが棲んでたるのを見 
附けてから，私は壓々 
が處へ巧つて見た。し 
かし見るものは悉< 
雌ばかりであつた.〇 
その日.いつもむ薇に 
崖を見てたると，道か 
第1圖 カネコトタテグモの 成雄 ら一が:半位:の高さの處 

卜タテグモの化居の巧壁とぶはれる白い膜が少し露がしてわるのに氣がつ 


いた（崖の止が崩れたために化居の片側が現はれて了つたものらしい ）0 近寄つ 
て見ると滿•にトタテグモのを居で，しか.もその膜は少し破れてわて，もこ力>ら 
黑色の脫化毅がはみ化てねる。手におつておると为ネコトタテグモの脫巧:殼に 
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違ひない。念の爲めもう…度をの邊りをよ <見るとすぐ傍に兩錦きの扉があク 
た0をこで兎に角撼って見ようと思って，をの住居の破れおから奧わホへと掘 
り進んで巧っを。するとやがて•祝の巧部一面に張り迴らされた絲に故禽った。 
この奧にクモカ;避んでねるのだなと考 へて， 用と、深くそ〇絲を取り除< と，遂 
にクモの黑い步脚が見えを0それでもまだ雄だとは氣附かない。ところが管壤 
に追ひをんで見ると，をは廣黑でが巧は低 <，步脚が妙に細長くて觸政はホ端 
が特に太< なってむる0—見して今迄見てねを雌とは大へん違ふ。をの時初め 
てこれはカネコトタテグモの成雖ではないかと氣附いを。をして鲁こて撐集した 
キシノウへトタテグモ Kuhinotiyetii iypzcics Kishida の成雄がやはりその成 
雌と著し < 異った低平な背甲と細長い步脚をおしてゐた事を思ひ助して，これ 
は礎にカネコトタテグモのが雄に違ひないとの考へを强くしを。麟に 較べて， 
背甲が低平でホ脚が細長い惠はトタテグモの话雖に共通な特徽であらうと思 
ふ0 

ここで，このが锥の居っ 
た化居の狀沉にっいて.改 
めて述べて S き度いと，恐ふ 
(難2圃參照)。ホっ•その雨 
銷きの扉は，おがそれを雌 
の住居だと思ひをんだやう 
に，一見して雌の佐居む扉 第2鋪 I. 成躍么狼り廻ら さ ； n た絲 

と變りが無かった6なほ狸 化脫巧殻が现をむて原た場所ん扉 

のな居がをのか觀をび礫造上雌のもれと何等變りがをいといふ事は.第2间目 
の成雜採集によっで一層深く礎倩するに至ったっ巧にこのな居の大きさは，口 
徑（坑め直徑） Icra " 深さ約 10 cm であった。 絲の張られでねた場所は住居の 
や禮からで，一番奥は了度成雖が入れる义けの割剖となっでねた。 

11 第2回の媒ま 

第2 .の 成雄採集は岡年12•巧2目であった 0 場所は同じ崖でをるが》最勒のと 
は大み離れを處でをる。崖の下の方で二っ許り掘ってみをが f 巧れも雜であっを 
りで，貫を轉じて崖の上方に叢生ずる徑の閒の地厨を見を瞭そこに例によっ 
て巧妙な迷彩〇施きれを爾開きの扉があるのを見出した。扉の大きさから判齡 
してが體には違ひないがこれも义雌だらうとは思ったが^應調べで見ようと 






考へ直してホづをの扉をそっと開ぃてみた、> すると•恩ひ攝けなく扉のすぐうし 
ろには雜ぃ膜が張られてゐた巧3圖 )0 これは脫皮だなとすぐ氣附ぃた。とぃ 
ふのは前にキシノウへトタテグモの腕皮（それは雌であったが）を觀察しを時， 
やはり戶盤のすぐてに神傑の雜膜が作られてねたからである〇そこでを蘆深く 
その頸膜を巧り除ぃて中を p：IM くと歩脚と觸肢が見えた0觸段のホ端が太ぃかど 

うかと思ってねる巧 
に，クモ'重さクと輿へ 
逃げ茲んで了った〇掘 
り W して見るとこれが 
成雄であった。 

.この住居には樂1回 
。時の如きがの巧部に 
張り廻らされを絲が無 
かっをがをの代りに 
ドのすぐ後ろに褚膜が 
あった コ 住居の大きさ 
は口媒 1 cm •深さ約 6 c ; n •で，をの口徑が前回のとを < 同じであつをことはが 
目ずべきで事實だと思ふ。深さが前回のに較べて相當淺ぃのは，この住居が與 
の根の夕ぃ處に作られてゐた爲めであらう。元米が居〇深さは，峰碍さへなけ 
ればをの本來の深さに-迄達するが（カネコトタテグモの成*にがては l、Ccm •が 
上のものが夕<，主の柔ぃ處では I さ cm . に達するものも締でなぃ）•途中で隧 
碍物に化會へば多少潍くてもをこで住居を完成させて了ふと思はれるから，住 
居の深淺は一をしなぃと考へて蓋支へなぃと思ふ0 

兩閒きの扉にっぃては第二圓目のも第一回目のと同输か觀なび溝盤に於て 
雌のをれと異る點を見化し得なかった C 今度は始めからをの礫りで扉を含む住 
居の前半部を採って置ぃたので，後に詳しく調べることが化來た。それ故この 
點には權信を精ってねる。 

なほ，第2回目には脫巧殼が見附からなかったが，これは晩皮殼を住居の外 
へ橋で るのが] [ E 常な巧動と考へられるから，化居巧に殘っで.ねなかっが〇が當 
然であらうと思ふ（山常な巧動といふのは，キシノウ〜トタテグモが脫皮の睁 
巧らかに住居巧で贼皮して，脫あ殺を住居の外に投げ曲したこ:とから推虽した 
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ものである。巧 1 回のが集の時晚段:殼がか居の破れ目から师し巧され てゐわ 
のは稍異常な踢合と思はれる0即ち扉を閒けてがてる代りに途中の 穴から タトへ 
摇てたのであらう ）0 

in 認性にっレで 

な上2回に直る採集から得た事實を綜合することに よって，ホ おす堯をでは 
あるがカネコトタテグモの娘の習性にっいて.をの•一端を知ることが出來た， 

ホづ巧一にカネコトタテグモの雄が.完全な戍體に達する迄は雌と岡 様の化 
居に棲んでたるといふことが判る0でも，が礫に達する迄は雄も離と 同様の化 
巧をするといふことはトタテグモに限らず，をての蜘蛛に共通なお 性であら'' > 
と思ふ 0 例へばヒラタグモ Urociea compactilis L , Kccb にがで, か觀上か[等 
雌と變りがない天幕狀のが居であっても， 雕 いて見をり轉で誘ひお して见たり 
すると，亞成體の雄が入ってねることがあり，更に之を繼縷的に觀 察してねろ 
と が! 時かは を こに居なくなっ て 了ふ（即ちが體となっ て化 居を離れる） もじ) 
でを る0 キシノウへトタテグモにがても同じ撥な 事 實を觀 おしを（昭和17年‘ S 
巧 S 日 ）0 をれはやはり離だと計り思ってたを 一個の住居（をれ迄何度も尸溢 
を能け て見て 雌だときめ茲んでねたもの）から 傾然成 雄を 保たのであった。勿 
論を の 時 こ れは雌のな居に入り茲みだ雄ではないかといふ疑 ひが 當然起っ た 
力 S ， 住居巧を 厳 底 白勺に調べても遂に雌は現はれなかった。即ち， これは今间な 
が カネコ トタ テグ モの成躍を 踩 集したのと同じ狀 態で， まだ徘徊にお掛けない 
成雄であった譯である0 

次にホ雄となる最後の腕なは次〇獄な順序で巧はれたのであらうと推がず 
る。亞成體の雄（これはまだ見てねない）は一をの時期が來ると 住居の中で 脱 
皮を始める。晚皮が終って少く經っと扉を縣いて殼をかに拾てる。をして 興へ 
戾って自かの體が入る义けの空間を殘してをの前方へ絲を縱横に張り迴ら す。 

(これは悅皮後體が跪弱な爲めに.外敵を 巧ぐ 意巧でをのやうな絲を張り廻す 
ものと考へる〇キシノウへトタテグモの脫化を見ると，晚巧直後はを體むむ 
で了度蛾細工といった樣な感じである0っいで靑味がさし，ホ巧に 黑くなっ 
て. 一畫夜な內には完をな體をとなる。をして充分をが現はれる迄は 動作.も緩 
慢であり，又甚だ跪縣に見える ）0 かうして暫く 奥に 靜止してねると， やがて體 
色も充分現はれ體は贩 < なを。さうなるともう巧動が出來るから張った絲を取 
拂って了ふ。しかし，まだ雌をホめ て徘徊に W ることや， 敵に襲はれることを 
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欲せず，用と、〇爲がに扉〇後ろへ薄い膜を張って更にか息する0 

第1回巧集〇ぶ雄は，まだこの絲を取拂はぬ狀態にをったものであらう〇揀 
って歸ってから.管曝の中へ下度第2回目の時見たやうな薄膜をブルク松の.後 
へ作った。第2回目のは旣に絲を取拂ひ，扉〇後へ薄麟’を作って休后、してむた 
狀態のものでをったと思ふ。 

さて，おの探集はが上〇祿な狀態にあったものを得たために，成雜がを居を 
離れる迄〇巧動に就てはをの槪略を知る事がお來た〇であるが，をの後の巧 
動，即ち何時住居を離れて徘徊に出る力、どういふ方法で雌の t ホ居乃至は雌を 
探しあてる力>，何處で，どんな形式で雌との巧瞭を成し遂げるか，といふやう 
な成継の習性上大切な諸問題は遺憾乍ら解が:するには至らなかった0これ等〇 
間題は單に成躍の習挂ばかりでなく，为ネコトタテグモを體の習性を明らかに 
すろをめにも大切な役割をもっものであるから • 今後充分に觀察する必要があ 
らろ〇 

寺蹈筆するに當り，種々の御甄慮を賜はつを關口晃一巧に對し衷，じ、より御禮を 
申上げる。 


オニグモの移動時刻に就いで 
岡本大二郞 
朝鮮總督お農事試驗場 

本報は朝鮮氷原にがける昭和1了年夏〇觀黎である C 

ホニグモ Araneus veiiiricosiis (L. Kcch) は人家附近忆夕いのと體が大きい 
のとで-蜘蛛の中では最も普通に知られてわる。コボネグ节科人な iopidr.e に 
屬するもので，本邦各地（捧太.化.海道 • 本州 • 隨國 • 乂剛.臺灣.朝鮮)•滿 
洲•支那に廣くみ布してわる。夏期（水原附近では 6 巧下旬乃至 9 巧中旬）成 
熟した 9 が軒端•電線•樹間等に大きな巢を張り，曰やは隱れてれる力;，锋曰 
夕方になると悠々と現れ奥の眞中にドツカと納り筵む0相當遊しい夕立がお琪 
當時降つてねても常と變りな<現れるし，出現を降り始めても平然と雜に止:つ 
てねて，降雨は化蜘蛛のお現に何等影嚮を及ぼさない薇である。をは斬端等に 



